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提案タイトル：産学連携によるSDGs・脱炭素促進のための共同データ調査・分析

提案内容

現在表層的な取り組みに終始した“SDGsウォッシュ”が横行しているが、3～5年後は取り組みの精度・深度で
自治体・企業が評価されます。そのためには、信頼性の高いデータに基づくSDGs活動が重要です。
そこで、大学・研究機関などとの産学連携でSDGs・脱炭素のための共同データ調査・分析を行い、最新かつ信
頼性のあるデータを取得するとともに、共同で活動を促進させるソリューションを模索します。
さらには、「深度ある活動」×「対外発信強化」により、“ブランド価値向上”を目指します。

主な対象者

以下の課題を持つ企業・自治体のトップ＆SDGs・脱炭素推進担当者

“産学連携に関心がある”、 “SDGsに取り組む上で何から始めていいかわからない”、 “他団体と協力し効
率的に信頼性のあるデータを取りたい”、“情報だけでなく活動の促進も協働できる団体を探している” etc.

主な関連
カテゴリー

環境対策（循環型社会・新エネルギー対策等）、
産業振興、地域PR、男女共同参画、災害対策、
情報化（IoTなどの利活用等）など

会社名 株式会社 文化資本創研

URL https://bunkashihon.jp

事業内容 産学連携によるSDGs経営実装支援など

連絡先 事務局：post@bunkashihon.jp

提案者紹介
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分析データ
学術エビデンス

池上惇先生（京都大学名誉教授）を名誉顧問に招聘し、多数の
大学教授などの学術メンバーと一体で企業支援する日本唯一の産学
連携会社
特に、気候変動・再エネ関係の産学連携に強みを持つ。
また、公認会計士、IoT・CSRスペシャリスト・建築士・デザイナーなどの
専門家集団による上流から下流までの企業課題解決が可能。確かなエビデンスに基づく、SDGsの推進＆地域・企業ブランド形成

産学
連携

✓ Co2排出測定方針の妥当性検証と測定
✓ 再エネ導入分析とインパクト調査
✓ 食品ロスの最新事例とインパクト調査
✓ SDGs・脱炭素と人口流入・企業価値の相関関係調査と促進
✓ データ×CSR強化によるブランド価値向上 etc.

活用例


